
マニュアルの基本方針
資料２

目的
本マニュアルは主に行政担当者向けに、河川管理のための適切な３次元データの

整備のため、ALBの特性をふまえた検討事項、作業の流れ等をわかりやすくまとめ、
円滑な発注業務ができるようにする。

構成
本マニュアルは以下の４つの章で構成する。

Ⅰ）３次元データ活用の適用範囲

Ⅱ）ALB及びその他の計測方法

Ⅲ）３次元計測データによる河川定期縦横断測量

Ⅳ）３次元データ活用方法
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Ⅰ）３次元データ活用の適用範囲

Ⅰ）３次元データ活用の適用範囲
河川管理に３次元データを活用することの特性を整理したうえで、

３次元データが活用できる河川管理項目を抽出し、河川管理項目ご
とに目的に応じた精度を整理した。
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Ⅱ）ALB及びその他の計測方法

Ⅱ）ALB及びその他の計測方法
河川管理に活用可能と考えられるレーザ測量技術等を抽出し、各
技術の特徴を、技術的特性、環境的特性等の観点から検討し、河
川管理項目別に計測手法の適否を示した。また、参考のため、試行
業務成果から計測条件と費用の事例を整理した。
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Ⅲ）３次元計測データによる河川定期縦横断測量

Ⅲ）３次元計測データによる河川定期縦横断測量
航空レーザ測深機を用いた計測から解析までの一連の作業の流

れを詳述した。

【前回指摘事項】

計測原理と誤差発生要
因、ノイズの除去方法等
記載。
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Ⅳ）３次元データ活用方法

Ⅳ）３次元データ活用方法
「１．３次元データ活用の適用範囲」で整理した河川管理項目のそれ
ぞれについて、今後求められる維持管理のあり方、使用機器、点群
密度、要求される精度、作業方法、注意点などを整理した。

【前回指摘事項】

横断側線間の三次元
データを活用した具体的
な方法を示す。
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今後の更新について

「三次元データの管理」及び「三次元データの保管」については、今
後の検討を踏まえ、追加を予定している。

【前回指摘事項】

利活用しやすい管理・保
管方法について検討
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